
 
　
こ
の
記
録
は
、
天
保
８（
１
８
３
７
）年

太
田
新
田
村
８
代
長
谷
川
伊
右
衛
門（
屋

政
）の
編
者
に
よ
る
手
書
き
の
原
稿
本
で
、

災
害
の
記
録
で
す
。
天
保
４（
１
８
３
３
）

年
元
旦
か
ら
始
ま
っ
た
天
変
・
異
常
気
象

を
記
録
し
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
近
郷

の
飢
饉
に
よ
る
人
々
の
悲
惨
な
様
子
を
記

録
し
て
い
ま
す
。 

　
天
保
４
年
、
７
月
に
は
大
洪
水
、
８
月

に
は
東
風
に
よ
る
降
霜
・
氷
が
張
り
、
９

月
は
台
風
と
未
曾
有
の
青
立
凶
作
と
な
り

ま
し
た
。
坊
沢
村
で
は
病
人
を
含
め
８
８

２
人
の
餓
死
者
が
出
て
、
家
数
１
５
１
戸

が
絶
家
し
１
４
１
戸
に
激
減
し
た
と
い
い

ま
す
。
こ
の
記
録
の
特
色
は
、
人
々
の
様

子
が
カ
ラ
ー
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
南
部
津
軽
か
ら
の
飢
饉
流
民
に
つ
い

て
や
、
大
坂
で
お
き
た「
大
塩
の
乱
」（
１

８
３
７
年
）に
つ
い
て
ま
で
記
録
し
て
い

ま
す
。 

　
８
代
伊
右
衛
門
は
優
れ
た
人
物
で
、
長

百
姓
と
し
て
村
の
政
治
に
尽
力
し
、
天
保

６（
１
８
３
５
）年
の
飢
饉
時
に
は
窮
民
救

済
に
努
力
し
、
郡
方
よ
り
羽
織
御
免
の
御

賞
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
芸
に
優

れ
、『
太
田
新
田
村
由
来
記
』『
年
代
豊
凶

記
』『
歴
代
作
考
豊
凶
秘
録
』『
当
家
歴
代

集
』
な
ど
多
く
の
本
を
書
い
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
末
に
は
私
塾「
長
谷
川
塾
」を

開
き
、
村
内
外
の
子
弟
の
教
育
に
当
た
り

ま
し
た
。
享
和
２（
１
８
０
２
）年
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
紺
屋
か
ら
呉
服
商
を
営
み
大

い
に
繁
盛
し
、
天
保
８
年
に
は
持
高
32
石

４
斗
５
升
５
合
の
高
持
と
な
り
ま
し
た
。 

　 ▽
平
成
元
年
10
月
１
日
指
定 

▽
資
料
／「
鷹
巣
の
文
化
財
」、「
栄
郷
土
誌
」

「
鷹
巣
町
史
」「
天
保
飢
饉
見
聞
実
録
」ほ
か 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
　
照
内
捷
二 

 

▲「天保飢饉見聞実録」 

▼ 

学びの広場

公
民
館
講
座 

■
中
央
公
民
館
　
　
62-

１
１
３
０ 

平
成
22
年
度
「
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場
」 

　
入
園
前（
満
１
歳
以
上
）の
子
ど
も
と
保

護
者
を
対
象
に
、
集
団
で
の
遊
び
等
（
親

子
で
体
操
・
季
節
に
合
わ
せ
た
作
品
作
り

等
）
を
通
じ
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
中
の
母
親
（
保
護
者
）
の
交
流･

情
報

交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

開
催
日
　
４
月
〜
３
月
毎
月
第
２
月
曜
日 

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

講
　
師
　
石
郷
岡
順
子
さ
ん
、村
上
美
保
子
さ
ん 

対
　
象
　
入
園
前（
満
１
歳
以
上
）の
子
ど

も
と
保
護
者 

定
　
員
　
30
組 

参
加
費
　
無
料 

申
込
期
限
　
３
月
22
日（
月
） 

 

■
合
川
公
民
館
　
　
78-

２
１
１
４ 

「
男
の
料
理
講
座
」 

期
　
日
　
３
月
17
日（
水
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時 

講
　
師
　
柏
木
昌
晃
さ
ん 

内
　
容
　
若
い
男
性
料
理
人
に
学
ぶ
、
手

軽
で
お
い
し
い
料
理（
和
食
）に

挑
戦
。
初
心
者
大
歓
迎
。 

定
　
員
　
先
着
15
名 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

材
料
費
　
１
５
０
０
円
程
度 

申
込
期
限
　
３
月
１
日（
月
）午
前
９
時
〜 

　
　
　
　
３
月
９
日（
火
）午
後
５
時 

■
森
吉
公
民
館
　
　 
72-

３
２
５
９ 

「
悠
久
の
調
べ
〜
日
本
の
音
楽
を
楽
し
む
」

　

日
本
の
楽
器
で
あ
り
な
が
ら
接
す
る
機

会
の
少
な
い
雅
楽
を
生
で
聴
い
て
み
ま
せ

ん
か
。 

期
　
日
　
３
月
５
日（
金
） 

時
　
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
12 
時 

出
　
演
　
北
秋
雅
楽
会 

▽
第
Ⅰ
部 

雅
楽
を
楽
し
む 

　
雅
楽
演
奏
と
楽
器
の
紹
介 

　

演
目
／
越
天
楽
等
４
曲 

　

楽
器
／
三
管
・
三
鼓
他
多
数 

▽
第
Ⅱ
部 

日
本
の
歌
を
う
た
お
う 

　
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
懐
か
し
い
歌
や
心
に
残

る
歌
を
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。 

伴
　
奏
　
金 

新
佐
久
氏 

   

　
平
成
23
年
完
成
予
定
の
森
吉
山
ダ
ム
の

湖
底
に
沈
む
遺
跡
の
う
ち
、
特
に
縄
文
時

代
の
出
土
品
を
中
心
と
し
て
展
示
し
、
小

又
川
の
遺
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　
あ
わ
せ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
、

上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
で
の
展
示
よ
り

里
帰
り
し
た
ば
か
り
の
板
状
土
偶
も
再
展

示
し
ま
す（
入
場
無
料
）。 

日
　
時
　
３
月
18
日（
木
）〜 

　
　
　
　
６
月
１
日（
火
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
　
　
　（
水
曜
日
は
休
館
） 

場
　
所
　
文
化
会
館
資
料
展
示
室 

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
班 

　
　
　
　
　
　
　

62-

６
６
１
８ 

　
オ
ペ
ラ
界
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
村
上
敏
明
さ
ん
の
ご

家
族
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

父
・
敏
雄
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）、
母
・
悦
子
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
、
本
市
出
身
）、
兄
・
宣
也
さ
ん
（
テ

ノ
ー
ル
）
は
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
成
田
為
三
が

教
授
を
務
め
た
国
立
音
楽
大
卒
で
あ
り
、
お

住
ま
い
の
日
野
市
を
中
心
に
コ
ン
サ
ー
ト
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
成
田
為
三

ゆ
か
り
の
曲

を
は
じ
め
、

イ
タ
リ
ア
オ

ペ
ラ
な
ど
が

演
奏
さ
れ
ま
す
。

春
を
告
げ
る

歌
声
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

 

 

期
　
日
　
３
月
20
日
（
土
） 

時
　
間
　
午
後
３
時
開
演 

会
　
場
　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
２
階
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
大
人
…
…
…
…
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
高
校
生
以
下
…
…
５
０
０
円 

問
合
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い 

▽
生
涯
学
習
課
文
化
班
�

62-

６
６
１
８ 

▽
浜
辺
の
歌
音
楽
館
�

72-

３
０
１
４ 

▽
中

央

公

民

館
�

62-

１
１
３
０ 

 

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
各
施
設
へ 

森
吉
山
ダ
ム
建
設
事
業
に
係
る
発
掘
調
査
出
土
品
展 

「
ダ
ム
湖
に
沈
む
遺
跡
の
記
憶
」 

 

シ
ル
バ
ー
劇
団「
元
気
座
」の
舞
台
を
楽
し

ん
だ
高
齢
者
大
学
全
体
講
座 

▼ 

秋
田
県
綱
引
き
選
手
権
大
会
で
優
勝
し

た
綴
子
小
学
校
Ｂ
チ
ー
ム 

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
北秋田市教育委員会

　市内４つの高齢者大学（高鷹大学、合川ことぶき大

学、森吉大学、阿仁生き活き大学）の全体講座が２月

１６日、文化会館で開催されました。 

　はじめに、岩手県西和賀町社会福祉協議会の高橋純

一事務局長が、平成１１年から高齢者や障害者による

社会参加促進と生きがいづくりを目的とした、シルバ

ー演劇活動について講演しました。 

　高橋事務局長は「それまでは高齢者や障害者は鑑賞

する側で、どちらかというと受身の活動が多かったが、

自ら舞台に立つことにより、同じ世代や家族にとって

も大きな刺激になり、新たな生きがいづくりにもなっ

ている」と紹介しました。 

　講演に引き続き「元気座」による「いってらっしゃ

い　気をつけて（高橋純･作）」を鑑賞。平均年齢７

４歳とは思えない熱演に会場からは大きな拍手が送ら

れていました。 

　県立武道館で開催された県綱引選手権大会小学生ジ

ュニアの部で綴子小イーグルスＢチームが優勝しまし

た。 

　小学生ジュニアの部は、小学５年生以下で、出場す

る８人の合計体重が３６０ｋｇ以下の規定。各対戦は

３本勝負の２本先取で行われました。 

　同チームは予選ブロックを４戦４勝で一本も落とす

ことなく勝ち上がり、決勝トーナメントでも無敗とい

う完全優勝を果たしました。 

　この大会の優勝で同チームは８月８日に東京駒沢オ

リンピック公園体育館で行われる「２０１０全日本ジ

ュニア綱引選手権大会」の出場権を獲得しました。 

　主将の三沢紘太君は「全国大会では悔いの残らない

ようにがんばり、優勝を目指したい」と、力強く抱負

を述べていました。 

お
お

た

し
ん
で
ん
む
ら 

あ
お
だ
ち
き
ょ
う
さ
く 

れ
き
だ
い
さ
く
こ
う
ほ
う
き
ょ
う
ひ
ろ
く 

い

え

も

ん
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